
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和７年第１回蒲郡警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和７年２月 20日（木）午後３時から午後５時 10分まで 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員 ７名（定数８名） 

  小林 正人会長   稲吉 貴之副会長 大嶋 聖美委員 

  佐々木 あやみ委員 羽賀 久芳委員   梅田 重則委員 

 福井 千恵委員    

 

   

２ 警察署員 ７名 

  寺田署長   成田副署長    鈴木会計課長  

木村地域課長 石原刑事課長   松井交通課長  

木内警備課長 

 

３ 有識者等 

  なし 

 

１ 委嘱状の交付 

  署長から再任委員と新規委員に対して公安委員会からの委嘱状を交付した。 

２ 全委員挨拶 

  会長及び副会長の選出等 

  委員の互選により、小林委員を会長に選出し、会長は稲吉委員を副会長に 

指名した。 

３ 新役員挨拶 

４ 署長挨拶 

５ 署幹部紹介 

６ 前回答申に対する取組状況 

(1) 前回の協議事項 

  健康経営を目指した人材育成と効果的な採用活動 

(2) 答申事項 

 ア 外部講師等を活用したメンタルヘルスケアと健康を意識づける教養の  

  実施 

 イ 役職者に対し、健康経営を意識づける講習等の実施 

 ウ 署長の成功体験や若手の経験談等、ＳＮＳでの動画や説明会で広報し、 

警察の仕事のやりがいをアピールするイメージアップ方策の実施 



 

様式第９（続紙） 

(3) 推進施策 

 ア  健康管理対策 

(ｱ) 部外講師によるヨガ教室を実施した。 

(ｲ) 健康レシピの紹介を実施した。 

(ｳ) テーマ「災害時対応の心のケア」でメンタルヘルス教養を実施した。 

(ｴ) 禁煙の呼び掛けで、署員が禁煙をした。 

イ  効果的な採用活動 

(ｱ) 管内小中学校に職場見学会や業務説明会を実施した。 

(ｲ) 警察活動の紹介や若手の意見などをＳＮＳにより情報発信した。 

(ｳ) 各課協力の講話・広報活動などを実施した。 

７ 協議事項 

  災害対処能力の向上方策（南海トラフ地震に備えて） 

８ 発言の要旨 

・ 外国の方でもわかりやすい表示と市民の防災訓練への参加を向上させ 

ることが必要ではないか。 

・ 災害発生時の火事場泥棒や避難所での防犯対策として、住民同士での 

見回りなどの防犯、予防活動の実施が重要ではないか。 

・ 災害時の交通規制や優先道路の周知を含め、被災者への対応や物資輸 

送など警察がとる対策について、住民への周知活動が必要ではないか。 

・ 交通、通信が遮断された状況下での迅速かつ正確な被災実態把握のた 

めにドローンなどの機材を持つ機関等とシステムの整備を進めてはどう 

か。 

・ 地域住民同士で助けあう共助意識や災害時の見回り活動などの防犯活 

動への啓発活動をしてはどうか。 

・ 高齢者を何処に連れて行けばいいのかなどが、わかるマニュアルが欲 

しい。 

９ 意見・要望 

・  市などの関係機関との連携強化 

・  市民への情報発信とマニュアルづくり 

・  各種訓練の実施 

10 その他 

(1) 速度取締指針の説明 

交通課長から、速度取締指針の説明をした。 

(2) 警察署協議会活性化施策 

会場に災害用資機材を展示し、用途を説明した。 

(3) 次回開催予定   

 令和７年５月下旬又は６月上旬ころ 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


